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④ S｡04は SO｡に比べより正四面体からひずんでいる｡ ④ Glycinelの平面性は
TGSに比べより悪くなっている.④ Glycine2とGlycine3の相対応する原子間距離
の差はTGSに比べて大きく,それらは互いにより変形 している｡(Fig.4)
[結 論]
①DTGSeの各分子の変形がTGSに比べて大きいことは,TGSとDTGSeの自発分
極の大小関係と定性的に対応がっく｡@ 同じく変形が大きいことから分極が反転する
時に要するエネルギーはDTGSeのほうがTGSより大さいと考えられ,誘電的性質の
差異の原因の1つがここにあると推測される｡その他本研究により,④ DTGSeの常
誘電相の構造は強訴電相の平均構造であること,④ DTGSeとTGSeの常誘電相の構造
を比較すると重水素効果と思われる差違が見られる等が明らかになった｡
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